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助成事業完了報告書 
 
日本財団 会長 笹川 陽平 殿 

報告日付：2018年4月11日 

事業ID：2016390458 

事業名：シーバードプロジェクトの推進 

団体名：特定非営利活動法人日本青バイ隊 

代表者名：理事長 柳 龍太郎   印 

TEL：0955-27-0118 

事業完了日：2018年3月31日 

 

事業費総額 1,916,477円 （事業の実施にあたり生じた費用の総額（支払台帳の合計金額） 

自己負担額 296,477円 （事業費総額が助成金額より多い場合の差額） 

助成金額 1,620,000円 （事業実施のために使った助成金の総額） 

 

事業内容： 

 

シーバード設置候補地の視察と発足式への参加 

4月15日SB太田川開所式へ馬場理事、山下理事、山口事務局長、幹事団体で参加した。 

6月10日SB肥後ながす開所式へ山下理事、山口事務局長、幹事団体で参加した。 

7月7日SBあいなん開所式へ山口事務局出席だったが、九州豪雨の為出席を中止した。 

7月21日SB気仙沼開所式へ山下理事、山口事務局長、幹事団体で参加した。 

7月30日SB佐渡開所式へ山口事務局長、幹事団体で参加した。 

11月19日SB西浜開所式へ山口事務局長、幹事団体で参加した。 

12月3日SB竹原開所式へ山口事務局長、幹事団体で参加した。 

 

シーバードジャパンアワード2017、幹事会への参加 

2017年4月21日のシーバードジャパンアワード2017に出席する為に、山口事務局長は19日に東

京へ向かった。総会前日に幹事団体会議を行った。野口理事、山下理事、浦辺理事は21日に東

京へ向かった。 

 

2017年9月5日SB博多へ野口副理事長、山下理事、浦辺理事3名で出向きSBバイクの状態確認

と活動状況の確認を行った。 

 

2017年11月1日山口事務局長、シーバード幹事団体会議に出席する為に、東京へ向かった。 

 

2018年1月10日山口事務局長、幹事団体会議に出席する為に、東京へ向かった。 

 

 
 



1.事業目標の達成状況： 

【申請時の目標】 

1.シーバード設置候補地の視察を行なう 

2.シーバード拠点開所式（発足式）へ全て参加する。 

3.シーバードジャパン総会、幹事会へ全て参加する。 

 

 

【目標の達成状況】 

1.シーバード拠点３件（SB博多、SB有明、SB壱岐）への視察を行い詳細は以下の通りであった。 

2017年9月5日 

SB博多現状視察 

今シーズン10回の出動主に海難要請出動。エンジン稼働時間累計50h、機関トラブル等は無し。

ヤマハレスキュー艇の操船とレスキュー方法等のレクチャーを受けた。SB九州大会開催と前準

備の意見交換会への参加協力を快諾して頂けた。 

 

2017年11月10日 

温泉でDeシーバード意見交換会 

武雄市で開催した。SB壱岐、SB有明SB伊万里11名の参加があった。 

2017年活動報告 

SB壱岐 

4月から8月海上ﾊﾟﾄﾛｰﾙ実施主に海水浴場周辺 

小学生対象にシーバードディ実施 

SB有明 

7月から8月子供対象にマリンスポーツの体験 

クリーンフェスティバル実施 

今年の7月に九州北部豪雨による材木が等が漂流した為、撤去作業に追われた。 

SB伊万里 

7月から10月シーバード活動、実施回数10回、参加者466名、ゴミの収集量387㌔。 

春、夏伊万里海上保安署との合同パトロール実施。イベント海上警戒。 

2017年シーバード活動の問題点 

活動費用、メンテナンス等の資金不足していることなので、海保等と連携という点のアドバイスを

した。海離れが多くなった。海水浴客数も年々減少しているので、シーバードを生かして、海の素

晴らしさ、楽しさをもっとアピールする必要がある。 

 

2.シーバード７拠点開所式 

シーバード拠点開所式へ参加する目標については達成できた。 

SBあいなん開所式へ山口事務局出席だったが、九州豪雨の為出席を中止した。 

 

3.幹事団体として、シーバードジャパン総会、幹事会へ全て参加する目標については達成でき

た。 

 

 

 



2.事業実施によって得られた成果： 

視察、意見交換会をした結果、海上保安部、水難救済会、小安協などつながりがなく連携できる

ようサポートや資金調達のアドバイスが必要だと判明した。 

新しい拠点も７箇所増えて４５拠点となった。 

 

 

3.成功したこととその要因 

視察を行った結果問題点の掘り起しができたことは非常によかった。今後解決できるように努力

する。現地に足を運ぶことで見えることがあるとわかった。 

 

 

4.失敗したこととその要因 

メンバーの仕事が忙しく動けなかったこともある、今後は視察に行ける体制を作っていきたい。 

 

 

 
事業成果物：  

 

４月SB太田川、６月SB肥後ながす、７月SBあいなん（欠席）、７月SB気仙沼、７月SB佐渡、11月

SB浜、12月SB竹原 ６か所への開所式参加 
 

 

 

 

 

  



 



収入の部

科目 予算額 決算額 受入済額 未調達額 備考

日本財団助成金収入 1,620,000 1,620,000 1,620,000 0

自己負担 180,000 296,477 296,477 0

収入合計 1,800,000 1,916,477 1,916,477 0

支出の部

科目 予算額 決算額 支出済額 未払額 備考

旅費交通費 1,560,000 1,295,495 1,295,495 0

会議費 0 107,220 107,220 0

渉外費 240,000 192,151 192,151 0

雑費 0 321,611 321,611 0

支出合計 1,800,000 1,916,477 1,916,477 0

収支計算書
（2017年4月１日から2018年3月31日まで）

（単位：円）
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